
 

「Super Science Communication II」（学校設定科目）学習指導案 

 
千葉県立長生高等学校 
教 諭   三上  正弘 

 
１ 日    時 
  平成２４年２月３日（金） 第２限（９：４０～１０：２５）   

 
２ 学    級 
  理数科 第２学年Ｈ組（SSC II Mikami Class）（２０名）  

 
３ 学  級  観 
  理数科クラスで，将来，理数系大学の進学や就職を目指している。生徒によって英語の習熟度に

差はあるが，すべて英語を用いて行われる科学英語，個人やグループでの科学研究プレゼンテーシ

ョン，更に，科学研究報告書の作成などにしっかりと取り組んでいる。 
 

４ 教   材        
教科書 Science to GCSE （Oxford University Press） 
Lesson 4.13  Balanced and unbalanced forces  

    
５ 単元の目標 
  「物体への力の働きのバランスと物体の動きとの関係」について，英文で書かれた理論や情報を

理解し，トピックに関係した問題や課題をペアやグループ検討した上で解答する。また，このトピ

ックに関するリサーチや研究の結果を発表する。 
 
６ 指 導 計 画 

指導内容 配当時間 
Lesson 4.12 Forces and motion「物体の力と動き」についての基本的

な用語や知識及び公式の理解と確認（説明・ディスカッション） １時間 

Lesson 4.13 Balanced and unbalanced forces「物体への力の働きのバ

ランスと物体の動きとの関係」の理解（説明・プレゼンテーション） 
１時間 

「物体と物体に関係する力と動き」について書かれた英文を読解するこ

とによる理論や情報の理解及びトピックに関する問題や課題についての

ディスカッションやトピック・リサーチによるプレゼンテーション 

２時間 
（本時２時間目） 

 
７ 本時の目標及び評価規準 
（１）目標 
  ア ペア・ワークやグループ・ワークにおいて，英文を読んで得た情報や自分の考えを積極的に

まとめ，話したり書いたりする。 
イ 英文を読んで得た情報の概要や要点を整理して，相手にわかりやすく説明する。 

  ウ トピックに関係した科学リサーチの結果をプレゼンテーションする。 
エ 英文で書かれた資料を読み，基礎的な用語や理論などを理解する。 
オ 相手の説明やプレゼンテーションを聞いて，メモを取ったり質問したりする。 
カ 科学研究発表の形式やプレゼンテーションソフトを用いた資料作成の方法を理解するととも

に，プレゼンテーションの方法を習得する。 
 

（２）評価規準       



①コミュニケーション

への関心・意欲・態度
②外国語表現の能力 ③外国語理解の能力 

④言語や文化について

の知識・理解 
ペア・ワークやグルー

プ・ワークにおいて，英

文を読んで得た情報や

自分の考えを積極的に

まとめたり，話したり書

いたりしている。 

・英文を読んで得た情

報の概要や要点を整

理して，相手にわか

りやすく説明するこ

とができている。 
・トピックに関係した

科学リサーチの結果

をプレゼンテーショ

ンすることができて

いる。 

・英文で書かれた資料

を読み，基礎的な用

語や理論を理解す

ることができてい

る。 
・相手の説明やプレゼ

ンテーションを聞

いて，メモを取った

り質問したりする

ことができている。

科学研究発表の形式や

プレゼンテーションソ

フトを用いた資料作成

の方法を理解している

とともに，プレゼンテ

ーションの方法を習得

している。 

 
８ 本時の展開 

時間 指導過程 生徒の学習活動 
教師の活動 

及び 
指導上の留意点 

主な 
評価の観点 

評価 
方法 

6 分 

1. Review 
－前時に学習した科学

用語，公式，内容の

要点の確認 

・ペア及びグループで，

科学用語や公式など

を説明する。 
 
・簡単な問題に答える。

・活動の指示を的

確に行う。 
・必要に応じて支

援をする。 
・問題の解答を全

体で確認する。

用語，公式，

内容の要点

を正確に理

解している

か。 
（①，③） 

活動の

観  察
及び 

ワーク

シート

8 分 

2. Introduction 
－教師によるオーラ

ル・イントロダクシ

ョン 
 

・教師のオーラル・イ

ントロダクションを

聞いて理解する。 

・新しいトピック

を導入すると同

時に，用語や読

解のポイントを

確認させる。 

説明の要点

を聞き取れ

ているか。 
（③） 
 

活動の

観 察

 
 
 

8 分 

3. Questions &  
Answers 

－問題解答及びグルー

プでの討議 
 
 
 
 
 

・「力と動き」に関する

問題に解答し，グル

ープで討議する。 
 
 
 
 
 
 

・問題への動機付

けをする。 
・机間指導をし，

必要に応じて個

別 に 支 援 を す

る。 

問題を理解

し，解答でき

ているか。 
（②，③） 
ペア及びグ

ループでの

討議に積極

的に参加し

ているか。 
（①） 

ワーク

シート

 
 
活動の

観 察

8 分 

4. Reading the Text 
－新教材の読解及び新

出用語の理解など 

・「力と動き」の説明文

をメモをとりながら

読み，新出用語を理

解するとともに要点

を把握する。 
・グループで問題につ

いて説明したり，自

分の解答を発表した

りする。  
 
 

・机間指導をし，

必要に応じて個

別 に 支 援 を す

る。 
 
 
 
 
 
 
 

説明文を的

確に理解し，

解答できて

いるか。 
（②，③） 
ペア及びグ

ループでの

討議に積極

的に参加し

ているか。 
（①） 

ワーク

シート

 
 
 
活動の

観 察



・キーとなる用語の意

味を説明する。 
・生徒の説明をフ

ォ ロ ー し な が

ら，より詳しく

用語の意味を説

明する。 

8 分 

5. Presentation 
－トピックに関連した

科学研究発表 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・発表者は，適切な声

の大きさ，発音及び

話し方等に注意し

て，自分の研究を説

明する。 
・プレゼンテーション

ソフトを用い，聞き

手を意識して説明す

る。 
 
 
・聞き手は，発表内容

の要点を聞き取り，

メモを取る。 
・聞き手は，発表を聞

きながら，内容につ

いて不明な点を確認

するとともに，発表

者への質問を準備す

る。 

・今回の発表の紹

介をする。 
・発表者と聞き手

のポイントを確

認する。 
・発表準備を確認

する。 
・発表者及び聞き

手に，必要に応

じ て 支 援 を す

る。 

科学研究発

表の形式で

発表できて

いるか。 
（③，④） 
 
 
 
 
 
 
発表の要点

を聞きとれ

ているか。 
（②） 
 
 
 
 
 

活動の

観 察

  
 
 
 
 
 
 
 
 
ワーク

シート

 
 
 
 
 
 
 

4 分 

6. Question-and- 
Answer Session 

－プレゼンテーション

に関する質疑応答 
 

・プレゼンテーション

で説明された内容に

ついて質疑応答を行

う。 

・発表者及び聞き

手に，必要に応

じ て 支 援 を す

る。 

質問が的確

にできてい

るか。 
（②，③） 
質疑応答が

できている

か。 
（②，③） 

活動の

観 察

 
 
活動の

観 察

3 分 

7. Evaluation 
－プレゼンテーション

の相互評価 
 

・相互評価用ワークシ

ートの各評価項目を

記入する。 

・相互評価におけ

るコメントは，

発表者の発表技

術を向上させる

ことが目的であ

ることを理解さ

せる。 

適切に相互

評価ができ

ているか。 
（①，③） 
発表者に対

して適切な

コメントを

与えている

か。 
（①，③） 

ワーク

シート

 
 
ワーク

シート

 
 


